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町長歳時記
Pick Up News　
　今年も町産リンゴ海外輸出始まる
特集
　澄んだ空気を未来へつなぐ
町政スポット
　・朝日町交通安全町民大会　
　・県立村山産業高等学校から町章の「焼きごて」と「盾」をいただきました
　・チャリティー義援金を震災地へ寄付　ほか
令和元年度決算
まちレポ
　・ぶどう収穫作業体験会
　・パッチワーク展 in 古民家
　・ネイチャーゲームで秋葉山を楽しむ　ほか
第 23 回ひめさゆり俳句大会
それいけ協力隊とウサヒ、町立図書館コーナー
健康あさひるばんざい、朝日町エコミュージアムサ
テライト散策
戸籍のまど、となりのりんごさん、町内小学校へラ・
フランスが寄贈されました、今年も勝利！モンテディ
オ山形町民応援デー
実りの秋いただきます
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　木々の紅葉が見ごろを迎えた 10 月 31日、Ａｓａｈｉ自然
観の奥、林道伏辺山線にある朝日連峰ビュースポットを訪れ
ました。午前９時頃に撮影した写真ですが、この日は天候に
恵まれ山にかかる雲も少なく大朝日岳（表紙左から２番目で
冠雪している山）がはっきり確認できました。ビュースポッ
トには町外から撮影に来ている方もおり、雄大な自然に見と
れていました。

　表紙の写真

今月の注目情報Pick Up News  

　　町長歳時記　（169）

22020.113 2020.11

チャレンジ・つながり・希望
～町民が活躍し笑顔あふれるまち～

を目指して！

　新型コロナウイルス感染症の拡大により、世の
中がまるで一変してしまいました。マスク、手洗
い、うがい、さらには不要不急の外出を避けるなど、
新しい生活様式を心がけて日常生活を送っていま
す。しかしこのような状況が今までなかったのか
と言えば、そうではありません。ペスト・天然痘・
スペイン風邪など世界中を巻き込んだパンデミッ
クは過去にも経験しています。死に怯え、先が見
えない恐怖に怯えながらも人類はこの危機を乗り
越え、たくましく新たな時代を切り拓いてきまし
た。それは厳しい時代であればあるほど、人間の
持つエネルギーが凝縮され、その爆発力が時代を
革新させ全く新しい価値観の生活様式に激変させ
てきたのです。このように人類は危機を契機に、
さらに進歩した世の中を築いてきました。
　人間が人間を信頼し、手を取り合って互いに寄
り添い励まし合って生きていく。そんな人間本来
の生き方が今問われていると思います。接触する
ことも言葉を交わすことさえも遠ざけてしまう世
の中が、果たして本来の私たちの暮らし方であっ
たのでしょうか。人は一人では生きてはいけない。
家族とそして地域とさらには社会全体とつながり
を持って生きています。一人一人がその地域の、
社会のかけがえのない一員として、互いに理解し、
認め合って生きていく。これこそが、私たち人間
の生き方であると思います。「誰かのためになっ
ている」そう実感できた時、私たちは真の幸せを
感じ、生きがいを感じることができるのです。
　「チャレンジ・つながり・希望～町民が活躍し
笑顔あふれるまち～」正にこれこそが私たちが目
指すコロナ禍後のまちづくりであります。

今年も町産リンゴ海外輸出始まる
　
町
産
リ
ン
ゴ
海
外
輸
出
が
今
年
も
始

ま
り
、
10
月
21
日
、
台
湾
向
け
の
シ
ナ

ノ
ス
イ
ー
ト
を
載
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
Ｊ

Ａ
さ
が
え
西
村
山
朝
日
果
実
流
通
セ
ン

タ
ー
（
沼
向
）
を
出
発
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
主
要
輸
出
国
で
あ
る
マ

レ
ー
シ
ア・台
湾
の
ほ
か
、
タ
イ
や
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
香
港
へ
43
・
95
ト
ン
の
出
荷

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
海
外
輸
出

事
業
は
平
成
16
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
、

今
年
で
17
年
目
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
例

年
11
月
か
ら
１
月
下
旬
に
か
け
て
行
わ

れ
て
い
た
、
鈴
木
町
長
ら
が
現
地
に
出

向
い
て
の
販
促
活
動
が
中
止
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
朝
日
町
の
リ
ン
ゴ
輸
出
に
つ
い
て
協

力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
（
一
社
）
山

形
県
国
際
経
済
振
興
機
構
の
漆
原
意

さ
ん
（
右
下
写
真
）
は
、「
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
す
が
、
町
の
リ
ン
ゴ
に
つ
い
て

は
今
ま
で
の
実
績
や
現
地
で
の
パ
ー
ト

ナ
ー
の
尽
力
も
あ
っ
て
今
の
と
こ
ろ
昨

年
並
み
に
動
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
近

年
は
青
森
等
と
の
産
地
間
競
争
が
始
ま

り
、
他
の
所
が
価
格
を
落
と
し
て
き
て

い
ま
す
。
い
か
に
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

と
差
別
化
を
図
っ
て
い
く
か
が
今
後
の

課
題
で
す
ね
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
今
後
も
生
産
者
や
各
関
係

機
関
と
協
力
し
て
輸
出
事
業
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

（一社）山形県国際経済振興機構
チーム長（兼）
県産品輸出チーフコーディネーター

漆原 意
もと

　さん

▲国（地域）別輸出量／単位：トン

▲品種別輸出量／単位：トン

出荷前の検疫の様子

マレーシア
24.61タイ

7.04

台湾
7.02

フィリピン
4.72

香港
0.56

ふじ
16.79シナノゴールド

8.24

王林
6.91

シナノスイート
12.01



▼�
前
年
訪
問
を
契
機
に
ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会

社
が
空
気
ま
つ
り
に
参
加
（
以
降
同
社
は
毎

年
参
加
）

▼�

鈴
木
町
長
、滝
川
清
一
さ
ん
が
ダ
イ
キ
ン
工
業

株
式
会
社
滋
賀
工
場
を
訪
問

▼�

川
上
産
業
株
式
会
社
が
空
気
神
社
を
参
拝

翌
々
年
以
降
毎
年
空
気
ま
つ
り
に
参
加

▼�

空
気
神
社
建
立
20
周
年
記
念
式
典
開
催
。
建

立
や
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
菅
井
敏
夫
さ
ん
、

千
代
雄
さ
ん
の
妻
の
白
川
き
ぬ
さ
ん
、
巫
女
の

舞
指
導
の
鬼
海
圭
子
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈

▼�

空
気
神
社
の
お
み
や
げ
と
し
て
、
町
内
企
業

コ
ラ
ボ
商
品
で
あ
る
「
ミ
ニ
チ
ュ
ア
空
気
神

社
お
守
り
」
と
川
上
産
業
株
式
会
社
の
協
力

を
得
た
「
空
気
神
社
の
お
願
い
プ
チ
プ
チ
」

が
誕
生

▼�

ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社
の
ダ
イ
キ
ン
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
「
フ
ー
ハ
東
京
」
に
特

別
企
画
展
と
し
て
ミ
ニ
チ
ュ
ア
空
気
神
社
が

出
張

▼�

佐
藤
恒
平
さ
ん
が
「
空
気
神
社
エ
ア
オ
ー
プ

ン
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」
を
挙
行
。
翌
年
こ
の
結

婚
式
が
「
第
４
回
ふ
る
さ
と
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
総
務
大
臣
賞
を
受
賞

▼
建
立
25
周
年
記
念
式
典
開
催

▼�

全
国
リ
レ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
一
環
と
し
て
「
空

気
の
大
切
さ
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
韓
国
の
ソ
ウ
ル
で
行
わ

れ
た
第
９
回
世
界
空
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
招
か

れ
、「
グ
ッ
ド
エ
ア
ー
シ
テ
ィ
認
定
証
」を
受
賞

▼�

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
ポ
ス
タ
ー
に
空
気
神
社
が
選

ば
れ
駅
構
内
等
に
多
数
展
示
さ
れ
る

▼�

森
林
組
合
の
総
会
で
故
白
川
千
代
雄
氏
が「
空

気
の
重
要
性
」
を
呼
び
か
け
る

▼�

広
報
あ
さ
ひ
に
「
世
界
に
な
い
空
気
神
社
を

建
て
よ
う
」
と
い
う
白
川
氏
の
投
書
が
掲
載

▼�

空
気
神
社
建
立
奉
賛
会（
菅
井
敏
夫
会
長
）

設
立

▼
空
気
神
社
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
開
始

▼
Ａ
ｓ
ａ
ｈ
ｉ
自
然
観
完
成

▼
空
気
神
社
建
立

▼
空
気
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
空
気
ま
つ
り
開
催

▼�

白
川
広
之
さ
ん
、
由
美
香
さ
ん
が
空
気
神
社

で
初
の
結
婚
式
を
挙
行

▼�

６
月
５
日
を
「
朝
日
町
空
気
の
日
」
に
条
例

で
制
定

▼�

空
気
神
社
建
立
奉
賛
会
が
第
１
回
山
形
県「
地

球
賞
」
を
受
賞

▼�

異
常
気
象
に
よ
り
農
作
物
が
不
作
の
た
め
空

気
神
社
で
「
五
穀
豊
穣
祈
願
祭
」
開
催

▼�

全
国
の
「
朝
日
」
が
つ
く
自
治
体
５
町
４
村

が
集
ま
っ
た
「
全
国
朝
日
交
流
会
」
で
空
気

神
社
を
参
拝

▼
空
気
神
社
建
立
10
周
年
記
念
式
典
開
催

▼�

ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社
の
萩
原
良
彦
課
長

が
空
気
神
社
を
参
拝

昭
485063

平
元２３４６８101217 年

空
気
神
社
年
表

平
1820222425262730

令
２

澄んだ空気を未来へつなぐ
ー空気神社建立30周年ー

　５メートル四方のステンレス板がブナ林の中に佇
んでいる…。その光景を見て神社だとわかる人はど
のくらいいるでしょうか。当時はもちろん今もって
なお世界に１つだけの空気を祭るという神社。異常

気象により環境に対する関心が高まってきている昨
今、改めて「空気」について見直す時が来たのでは
ないでしょうか。今号では 30 周年という節目を迎
えた空気神社について振り返ります。

特集特集

令和元年東日本台風は朝日町
にも多数の爪痕を残しました
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　　特集　澄んだ空気を未来へつなぐ

気
候
危
機
時
代

　
２
０
１
９
年
国
連
気
候
サ
ミ
ッ
ト
で
の

グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ
ん
の
ス
ピ
ー

チ
が
注
目
さ
れ
た
よ
う
に
海
外
を
中
心

に
若
者
に
よ
る
気
候
変
動
へ
の
対
策
を

求
め
る
デ
モ
や
、
自
治
体
等
が
「
気
候

危
機
」
を
宣
言
す
る
動
き
が
広
が
る
な

ど
、
私
た
ち
は
「
気
候
危
機
時
代
」
に

生
き
て
い
ま
す
。
先
日
の
10
月
26
日
に

は
菅
義
偉
内
閣
総
理
大
臣
が
「
２
０
５
０

年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
宣
言
」

を
表
明
。
よ
り
一
層
環
境
に
つ
い
て
考
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
が
来
て
い
ま
す
。

世
界
に
通
用
す
る
空
気
神
社

　
そ
ん
な
気
候
危
機
時
代
と
い
う
今
こ

そ
空
気
神
社
を
世
界
に
発
信
す
る
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
平
成
30
年
に

韓
国
の
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
９
回
世

界
空
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、「
空
気
神

社
建
立
や
空
気
の
日
の
制
定
な
ど
、
環

境
保
全
を
目
指
し
た
活
動
を
推
進
す
る

模
範
的
な
町
」
と
し
て
「
グ
ッ
ド
エ
ア
ー

シ
テ
ィ
認
定
証
」
を
受
賞
。
ま
た
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
で
来
町
さ
れ
る
海
外
の
観

光
客
の
方
か
ら
も
「
空
気
を
祭
る
と
い

う
発
想
が
面
白
く
、
風
景
が
と
て
も
美

し
い
」
と
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▲世界空気フォーラムにて、左から滝川
清一さん、鈴木町長、キム代表、岩坂名
古屋大学名誉教授、鈴木総合産業課長

ウ
サ
ヒ
の
豆
知
識

　
空
気
神
社
は
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

（
設
計
競
技
会
）
に
よ
っ
て
、
デ
ザ
イ

ン
を
募
集
し
た
ん
だ
。
今
の
デ
ザ
イ
ン

は
51
点
あ
る
中
か
ら
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
も
の
な
ん
だ
。
応
募
作
品
に
は

人
工
衛
星
を
使
っ
て
宇
宙
か
ら
映
像

を
送
る
も
の
や
本
殿
と
参
道
を
空
気

の
通
っ
た
チ
ュ
ー
ブ
で
取
り
囲
ん
だ
も

の
、
参
道
に
百
以
上
の
鳥
居
が
あ
る
も

の
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
っ
た
よ
。

▲応募デザイン
が全て掲載。エコ
ルームで読むこと
ができます

地
球
環
境
の
危
機

　

現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
生
活
や

社
会
は
豊
か
な
環
境
基
盤
の
上
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
急
激
な
社
会
発

展
の
中
で
、
大
量
生
産
、
大
量
消
費
及

び
大
量
廃
棄
と
い
っ
た
人
間
活
動
の
増

大
は
地
球
環
境
に
大
き
な
負
荷
を
か
け

て
お
り
、
私
た
ち
の
生
活
に
も
様
々
な
影

響
と
し
て
表
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
１
つ
が
地
球
温
暖
化
で
す
。
温

暖
化
に
よ
り
異
常
気
象
の
発
生
や
動
植

物
の
生
態
系
、
農
業
、
社
会
基
盤
、
人

の
健
康
な
ど
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
９

年
に
は
世
界
で
記
録
的
な
熱
波
に
よ
る

多
数
の
死
者
を
出
し
、
日
本
で
も
房
総

半
島
台
風
、
東
日
本
台
風
等
の
激
甚
な

気
象
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。



小
泉
進
次
郎
環
境
大
臣
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、環
境
大
臣
の
小
泉
進
次
郎
で
す
。

　
こ
の
度
は
、
空
気
神
社
30
周
年
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
私
が
空
気
神
社
に
つ
い
て
鈴
木
憲
和
議
員
か
ら
初

め
て
聞
い
た
と
き
は
「
そ
ん
な
神
社
が
あ
る
の
か
」
と
本
当

に
驚
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
か
ら
「
い
つ
か
行
け
な
い
か

な
」
と
実
際
に
行
け
る
日
を
楽
し
み
に
思
う
気
持
ち
が
、
日

増
し
に
強
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
な
け
れ
ば
、
６

月
５
日
、
朝
日
町
に
お
伺
い
す
る
予
定
だ
っ
た
の
で
す
が
、

中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
本
当
に
残
念
に
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
後
会
合
等
で
山
形
県
に
伺
う
こ
と
が
必
ず
あ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
時
に
は
空
気
神
社
に
お
伺
い
を

し
て
、
そ
の
空
気
に
触
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
の
30
年
間
、
空
気
神
社
を

守
ら
れ
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
「
空
気
を
守
る
、
環
境
を
守

る
」
大
切
さ
を
次
世
代
へ
繋
げ
て
い
く
そ
の
ご
努
力
・
ご
尽

力
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
し
て
、
わ
た
く
し
か
ら
の
お
祝

い
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
30
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

空
気
神
社
建
立
三
十
周
年
記
念
式
典

い
朝
日
町
」
の
標
語
の
部
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
大
谷

小
３
年
長
岡
遥は
る

く
ん
（
写
真
右
）
と
作
文
の
部
で
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
宮
宿
小
６
年
安
藤
羚れ
い
あ曖

く
ん
（
写
真
左
）

を
表
彰
。
大
き
な
声
で
受
賞
作
品
を
朗
読
し
空
気
の
大
切

さ
を
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
式
典
で
は
、
小
泉
進
次
郎
環
境

大
臣
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
頁
下
部
に
全
文
掲
載
）

を
披
露
。
三
十
周
年
の
お
祝
い
と
空
気
神
社
へ
の
思
い
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
空
気
神
社
の
鏡
面
に
は
ブ
ナ
林
の
紅
葉
と
木
漏
れ
日
が

美
し
く
映
え
、
今
後
の
明
る
い
未
来
を
想
像
さ
せ
ま
し
た
。

　
10
月
24
日
、
今
年
で
建
立
三
十
周
年
を
迎
え
た
「
空
気

神
社
」
の
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
朝
か
ら

雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、
式
典
の
始
ま
り
と
同
時
に
青

空
に
な
り
日
も
差
し
始
め
、
空
気
神
社
の
御
利
益
が
感
じ

ら
れ
る
天
候
と
な
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
鈴
木
町
長
が
県
内
の
「
町
村
」
で
は
初
め
て

と
な
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
行
い
、
地
球

に
や
さ
し
い
町
と
し
て
町
民
一
丸
と
な
っ
て 

２
０
５
０
年

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
取
り

組
む
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
地
球
に
や
さ
し

「 青い空・きれいな水と緑を
みんなで守るまち」をめざして
朝日町ゼロカーボンシティ宣言

　気候変動問題は、私たち一人一人、すべての生き物に
とって緊喫の課題となっています。毎年のように発生す
る巨大台風や豪雨等についても、温室効果ガスが大きく
影響していると考えられます。
　朝日町では、平成 2 年７月に「空気神社」が建立され、
同年９月には「地球にやさしい町宣言」を行うなど、環
境を考える町として町民の皆さんと歩んできました。
　朝日町が望ましい環境像として掲げている「青い空・
きれいな水と緑をみんなで守るまち」をめざして、また、
町民の皆さんとともに「地球にやさしい町」として歩み
続けたいという思いのもと、地球温暖化のリスクを軽減
し、持続可能な未来を実現するため「２０５０年に
ＣＯ2 の排出を実質ゼロにすることを目指す」ゼロカー
ボンシティを宣言します。
令和２年 10 月 24 日
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私
が
空
気
神
社
を
訪
れ
た
の
は
平
成
17
年

の
８
月
。
目
的
は
当
社
の
新
型
家
庭
用
空
気
清

浄
機
の
拡
販
祈
念
で
し
た
。
当
時
、
当
社
の
空

気
清
浄
機
は
事
業
存
続
の
危
機
に
直
面
し
て
お

り
、
課
長
２
年
目
の
私
は
新
型
発
売
を
契
機
に

挽
回
せ
よ
と
命
を
受
け
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

の
時
、
部
長
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
空
気
の

神
様
」
を
検
索
し
て
空
気
神
社
の
存
在
を
知

り
、「
新
型
機
を
持
っ
て
お
参
り
に
で
も
行
こ
う

か
！
」
と
本
当
に
軽
い
気
持
ち
で
参
拝
に
行
っ

た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
山
道
を
抜
け
空

気
神
社
を
初
め
て
見
た
時
、「
え
っ
？
こ
こ
？
」

と
い
う
言
葉
が
出
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
空
気
清
浄
機
の
奉
納
を

終
え
た
こ
ろ
、
町
の
皆
様
が
お
越
し
に
な
り
、

Ａ
ｓ
ａ
ｈ
ｉ
自
然
観
で
お
昼
を
食
べ
な
が
ら
事

情
を
お
話
し
て
…
空
気
ま
つ
り
の
存
在
を
知

り
、
当
社
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
朝
日
町
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
、
な
ど
な
ど
空
気
神
社
と
朝
日
町
の

皆
様
に
お
世
話
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。「
空

気
で
答
え
を
出
す
会
社
」
ダ
イ
キ
ン
工
業
に

と
っ
て
空
気
神
社
は
守
り
神
の
よ
う
な
存
在
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
益
々
、
ご
隆
盛
を
お
祈
り
し

ま
す
。

　
「
プ
チ
プ
チ
Ⓡ
」
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
と

空
気
で
で
き
て
い
ま
す
。「
く
う
き
と
と

も
だ
ち
Ⓡ
」、
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
出
来

た
２
０
０
２
年
、朝
日
町
に
「
空
気
神
社
」

が
存
在
す
る
こ
と
を
知
り
、
２
０
０
８ 

年

頃
、
当
時
の
社
長
が
空
気
神
社
を
参
拝
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後 

Ａ
ｓ
ａ
ｈ
ｉ

自
然
観
の
支
配
人
・
成
原
哲
也
さ
ん
よ
り

ご
連
絡
を
い
た
だ
き「
く
う
き
つ
な
が
り
」

の
交
流
が
ス
タ
ー
ト
。
毎
年
の
「
空
気
ま

つ
り
」
へ
の
参
加
、

そ
し
て
鈴
木
町
長
、

川
口
副
町
長
、
成

原
支
配
人
を
は
じ

め
朝
日
町
の
皆
様

と
の
交
流
を
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
プ
チ
プ
チ
で
培
っ
た
技
術
を
活

か
し
、
少
し
で
も
朝
日
町
や
空
気
に
恩
返

し
が
で
き
た
な
ら
嬉
し
い
で
す
。
今
後
も

こ
の
大
切
な
空
気
を
守
り
・
尊
び
、
世
に

発
信
し
て
い
く
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
朝

日
町
と
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
強
く

願
っ
て
お
り
ま
す
。

「
空
気
」
で
つ
な
が
る
縁

　
空
気
神
社
建
立
か
ら
30
年
間
で
空
気

を
取
り
扱
う
企
業
と
も
つ
な
が
り
が
で

き
ま
し
た
。

■
ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社

（
十
河
政
則
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
／
大
阪
市
）

　
大
正
13
年
創
業
の
空
調
機
器
事
業
売

上
高
世
界
ト
ッ
プ
を
誇
る
世
界
的
空
調

メ
ー
カ
ー
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
空
気
で
答

え
を
出
す
会
社
」。

■
川
上
産
業
株
式
会
社

（
安
永
圭
佑
代
表
取
締
役
／
東
京
都
）

　
昭
和
43
年
創
業
の
国
内
気
泡
緩
衝
材

最
大
手
の
梱
包
資
材
メ
ー
カ
ー
。「
プ
チ

プ
チ
Ⓡ
」
の
登
録
商
標
を
持
ち
、
コ
ン
セ

プ
ト
は
「
く
う
き
と
と
も
だ
ち
Ⓡ
」。

　
ど
ち
ら
の
企
業
も
10
年
以
上
の
交
流

が
あ
り
、
毎
年
空
気
ま
つ
り
で
参
拝
し
て

い
ま
す
。
７
月
豪
雨
災
害
の
際
に
も
被

害
を
心
配
し
て
連
絡
が
あ
り
、
避
難
所

設
営
用
と
し
て
ダ
イ
キ
ン
工
業
か
ら
は

空
気
清
浄
機
と
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を

川
上
産
業
か
ら
は
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
町

へ
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
空

気
神
社
30
周
年
に
あ
た
っ
て
コ
メ
ン
ト
が

届
い
て
い
ま
す
。

ダイキン工業株式会社
空調営業本部事業戦略室

萩原良彦 部長　

川上産業株式会社
安永圭佑 代表取締役 空気神社とのコラボ商品

「空気神社のお願いプチプチ」

６
月
５
日
を
空
気
の
日

と
し
て
日
本
の
祝
日
へ

　
こ
れ
は
建
立
時
に
空
気
神
社
建

立
奉
賛
会
の
事
務
局
員
と
し
て
携

わ
り
、
85
歳
と
な
っ
た
現
在
で
も

空
気
神
社
の
案
内
役
、
発
信
役
と

し
て
今
な
お
活
躍
さ
れ
て
い
る
滝

川
清
一
さ
ん
の
夢
で
す
。

　
「
環
境
の
日
だ
と
範
囲
が
広
す

ぎ
て
分
か
り
辛
い
け
ど
、
空
気
の

日
だ
と
小
学
生
で
も
理
解
し
や
す

い
。
空
気
の
日
が
祝
日
に
な
っ
た

ら
、
国
民
み
ん
な
が
空
気
に
感
謝

し
、
空
気
や
自
然
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
っ
て
、
よ
り
良
い
地
球
に
な

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
生
ま
れ
た

時
か
ら
あ
っ
て
当
た
り
前
と
思
っ

て
い
る
空
気
の
あ
り
が
た
さ
を
理

解
し
て
く
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い

れ
ば
、
夢
が
夢
で
終
わ
ら
な
く
な

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と

熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

空気神社奉賛会
滝川清一さん

▲「地球にやさしい朝日町」標語・作文の部受賞者の 2 人

※緊
きんきつ

喫…とても急ぐ差し迫った状況



交通事故のない安全で快適なまちづくり 朝日町交通安全町民大会
■総務課　危機管理係　☎６７－２１１１

　
10
月
15
日
、
交
通
事
故
の
な
い

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
よ
う
と
、
町
交
通
安
全
町
民

大
会
が
創
遊
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
役

員
ほ
か
関
係
機
関
な
ど
約
50
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
大
会
会
長
の
鈴
木
町

長
が
、
交
通
安
全
関
係
者
へ
感
謝

の
意
を
表
す
と
と
も
に
「
交
通
事

故
を
町
か
ら
出
さ
な
い
、遭
わ
な
い
」

を
合
言
葉
に
交
通
事
故
防
止
へ
ま

い
進
し
た
い
と
あ
い
さ
つ
。
寒
河
江

警
察
署
高
橋
喜
智
弥
署
長
か
ら
は
、

大
会
へ
の
祝
辞
と
今
年
度
の
交
通

事
故
発
生
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
寒
河
江
警
察

署
竹
岡
史
敏
交
通
課
長
が
「
朝
日

町
の
交
通
事
故
発
生
状
況
と
交
通

事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
。
具
体
的
な
事
故
事
例

を
交
え
て
安
全
運
転
の
ポ
イ
ン
ト
や

近
年
多
発
し
て
い
る
あ
お
り
運
転
に

遭
遇
し
た
際
の
対
応
策
と
し
て
「
逃

げ
る
。
窓
・
鍵
を
閉
め
る
。
直
接
話

を
せ
ず
通
報
す
る
」
と
い
っ
た
お
話

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
ほ
か
に
、
日
頃
の
交
通

事
故
防
止
に
対
す
る
功
績
を
称
え
、

寒
河
江
地
区
交
通
安
全
協
会
大
谷

支
部
の
白
田
忠
一支
部
長
に
町
交
通

安
全
推
進
協
議
会
長
の
鈴
木
町
長

か
ら
表
彰
状
を
贈
呈
。
最
後
に「
大

会
宣
言
」
を
採
択
し
、
飲
酒
運
転

の
撲
滅
と
交
通
事
故
防
止
等
に
努

め
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

▲
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
例
年
行
わ
れ
て
い

た
園
児
に
よ
る
セ
レ
モ
ニ
ー
を
中
止
し
、

席
の
間
隔
を
空
け
た
少
人
数
で
の
開
催

◀
表
彰
を
受
け
た
白
田
支
部
長

県立村山産業高等学校から町章の「焼きごて」と「盾」をいただきました
■総務課　財務係　☎６７－２１１１

　
10
月
21
日
、
県
立
村
山
産
業
高

等
学
校
（
青
柳
晴
雄
校
長
／
村
山

市
）
機
械
課
の
３
年
生
３
人
が
町

長
室
を
訪
問
し
、
町
章
の
焼
き
ご

て
と
盾
を
町
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
同
課
で
は
こ
の
ほ
ど
課
題
研
究

の
授
業
で
村
山
地
区
14
市
区
町
村

の
市
町
村
章
の
焼
き
ご
て
と
盾
を

製
作
。作
品
は
地
域
の
行
事
に
使
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
各
市

町
村
に
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

　
焼
き
ご
て
は
「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用
し
た

設
計
・
製
造
シ
ス
テ
ム
）」
を
使
っ

た
Ｎ
Ｃ
（
数
値
制
御
）
工
作
機
械

で
製
作
。
大
き
さ
は
30
ｍ
ｍ
×
70
ｍ

ｍ
の
真し

ん

鍮ち
ゅ
う

製
で
、
町
章
と
疫
病
よ

け
と
さ
れ
て
い
る
妖
怪
ア
マ
ビ
エ
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
を
使
う
の
が
初
め
て
で
大

変
で
し
た
。
神
輿
を
担
ぐ
人
が
首

に
掛
け
る
札
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で

き
た
外
国
人
観
光
客
へ
の
お
み
や

げ
な
ど
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
製

作
に
あ
た
っ
た
生
徒
た
ち
。
ま
た
、

盾
は
２
年
前
の
卒
業
生
が
製
作
し

た
も
の
で
今
回
焼
き
ご
て
と
と
も

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
贈
を
受
け
鈴
木
町
長
は
、

「
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
も
の
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
町
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

▼
焼
き
ご
て
を
押

し
当
て
た
木
札
。

チャリティー義援金を震災地へ寄付
■西部公民館　☎６７－２２０８

西部地区愛好会代表の佐竹庄吉氏（中央）と優勝者の志藤正清氏（右）
　
10
月
23
日
、「
熊
ノ
山
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
」
の
震
災
義
援
金
が
町
に
届

け
ら
れ
ま
し
た
。
同
大
会
に
は

西
部
地
区
住
民
を
中
心
に
、
熊
ノ

山
農
村
公
園
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
楽
し
む
愛
好
会
員
な
ど
57

人
が
参
加
。
合
計
３
万
３
９
５
６

円
を
集
め
ま
し
た
。
東
日
本
大

震
災
後
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
大
会
に

変
更
し
、
今
年
で
10
回
目
と
な

り
ま
す
。
こ
の
義
援
金
は
日
本
赤

十
字
社
を
通
し
て
、
震
災
被
災

地
へ
寄
付
さ
れ
ま
す
。

　
10
月
16
日
、
町
商
工
会
が
宮

城
県
気
仙
沼
市
本
吉
町
へ
「
復

興
支
援
り
ん
ご
」
と
し
て
シ
ナ

ノ
ス
イ
ー
ト
２
７
０
キ
ロ
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　
朝
日
町
と
本
吉
町
は
平
成
４

年
か
ら
産
業
ま
つ
り
を
通
し
て

30
年
近
い
海
と
山
の
相
互
交
流

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災

時
に
、
リ
ン
ゴ
２
ト
ン
と
生
活

用
品
を
届
け
、
秋
に
お
見
舞
い

と
復
興
へ
の
祈
り
、
そ
し
て
友

情
の
証
と
し
て
「
絆
」
等
の
文

字
や
絵
を
浮
き
上
が
ら
せ
た
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
の
リ
ン
ゴ

を
贈
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
本
吉
唐
桑
商
工
会
を
通
し
て

幼
稚
園
や
保
育
所
、
福
祉
施
設

計
17
か
所
に
配
布
。
皆
さ
ん
か

ら
は
「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
お

り
、
甘
く
て
パ
リ
パ
リ
で
美
味

し
い
」
と
元
気
に
つ
な
が
る
声

を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
10
回
目
の
節
目
と
し
て
今
年

で
事
業
は
完
結
し
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
産
業
ま
つ
り
を
通
し

て
、
お
互
い
の
町
の
賑
わ
い
づ

く
り
を
し
な
が
ら
交
流
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

町商工会「復興支援りんご」贈呈
東日本大震災から継続して 10 年

贈呈式での本吉町のみなさんと町商工会

津谷幼稚園の園児たちにりんごが配られた

阿部憲明さんが県社会教育連絡協議会表彰
■教育文化課 生涯学習係　☎６７－２１１８

社
会
教
育
委
員
会
議
長
を
務
め
、

長
き
に
わ
た
り
社
会
教
育
の
推

進
・
振
興
に
尽
力
。
平
成
28
年

度
か
ら
は
村
山
地
区
社
会
教
育

推
進
協
議
会
副
会
長
を
務
め
、

平
成
29
年
度
に
は
同
会
会
長
に

就
任
し
、
村
山
地
区
全
体
の
社

会
教
育
力
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　
表
彰
を
受
け
阿
部
さ
ん
は
、「
ま

ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
。
こ
の
度

の
表
彰
は
町
民
の
皆
様
一
人
ひ
と

り
の
力
の
結
晶
で
す
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　
10
月
16
日
、
第
11
回
山
形
県
社

会
教
育
委
員
研
究
大
会
が
や
ま
ぎ

ん
県
民
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
阿
部

憲
明
さ
ん
（
真
中
）
が
社
会
教
育

関
係
職
員
・
社
会
教
育
委
員
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　
阿
部
さ
ん
は
平
成
24
年
度
か
ら

令
和
元
年
度
の
８
年
間
、
朝
日
町
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60億
2,341万円

歳入
自主財源（26.5％）依存

財源
（73.5％）

56億
3,544万円

歳出

　
歳
入
は
、
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
整
備
事
業

や
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靭
化
緊
急
対
策
に
伴

う
道
路
整
備
事
業
（
町
道
三
中
線
、
一
本
松
線
）

な
ど
、
国
庫
補
助
の
採
択
を
受
け
た
大
型
事
業
、

ま
た
町
が
単
独
で
実
施
す
る
創
遊
館
空
調
設
備

改
修
や
防
災
備
蓄
倉
庫
建
設
も
重
な
り
、
国
庫

支
出
金
が
１
億
１
６
９
１
万
円
（
41
・
６
％
）、

繰
入
金
が
１
億
８
１
５
万
円
（
26
・
２
％
）、
町

債
が
３
億
８
６
９
０
万
円
（
68
・
６
％
）
そ
れ

ぞ
れ
大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
全
体
で
は
、

６
億
８
０
３
７
万
円
（
12
・
７
％
）
の
大
き
な

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
も
右
記
事
業
の
実
施
に
よ
り
教
育
費
が

３
億
４
４
５
４
万
円
（
61
・
８
％
）、
土
木
費
が

１
億
４
６
８
３
万
円
（
28
・
１
％
）
と
大
幅
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
近

年
の
大
型
建
設
事
業
分
の
償
還
が
増
え
て
い
る

ほ
か
、
将
来
負
担
の
軽
減
を
目
的
に
繰
上
償
還

を
実
施
し
た
こ
と
も
あ
り
、
１
億
４
５
９
万
円

（
14
・
８
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
公
債
費
の

増
は
６
年
連
続
で
、
こ
の
傾
向
は
今
後
数
年
間

続
く
見
込
み
で
す
。
歳
出
全
体
で
は
６
億
６
７

５
８
万
円
（
13
・
４
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
差
引
額
は
３
億
８
７
９
７
万
円
。

こ
の
う
ち
、
事
業
が
終
わ
ら
な
い
た
め
翌
年
度

に
繰
り
越
し
て
使
う
お
金
２
０
８
５
万
円
を
差

し
引
き
、
さ
ら
に
財
政
調
整
基
金
に
２
億
円
を

積
み
立
て
た
残
額
１
億
６
７
１
２
万
円
を
令
和

２
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
後
期
高

齢
者
医
療
の
各
特
別
会
計
は
黒
字
を
確
保

で
き
、
良
好
な
財
政
運
営
を
維
持
で
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
３
カ
年
事
業
で
進
め
て

き
た
施
設
設
備
改
修
工
事
に
よ
り
、
歳
入
・

歳
出
と
も
に
例
年
よ
り
決
算
額
が
増
大
し

て
い
ま
す
。

用語の説明

歳入▶地方交付税…全ての市町村で一定水準の行政サービスが受けられるように、国が交付するお金　自主財源…町税など町が
自主的に確保できるお金　依存財源…町が自主的に確保できないお金　国・県支出金…特定事業のために、国や県から交付される
お金　地方譲与税…国が税金として徴収し、市町村へ譲与されるお金

歳出▶民生費…子育て支援・高齢者福祉・生活保護など、主に福祉のために使われるお金　公債費…町が借り入れた地方債の元利
償還などのお金　総務費…交通・定住対策、自治会の活動、選挙、災害対策などに使われるお金　衛生費…予防接種や健診などの
健康増進、ごみ処理などに使われるお金。病院事業への補助も含まれる

　町の令和元年度決算が、町議会９月定例会で認定されました。
　町民の皆さんから納めていただいた税金や、国・県からの支出金がどのように使われたのか、

町の財政状況がどうなっているのか、その概要をお知らせします。

一
般
会
計
数
字
は
前
年
度
比

特
別
会
計

■令和元年度の主要施策

万円

全
会
計
で
黒
字
を
確
保

　
病
院
事
業
会
計
の
収
益
的
収
支
（
税
抜
）

は
、
医
業
収
益
の
４
億
７
０
９
４
万
円
に
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
含
む
医
業
外

収
益
２
億
５
２
７
６
万
円
及
び
特
別
利
益

５
万
円
を
加
え
た
７
億
２
３
７
５
万
円
を

収
入
と
し
て
計
上
。
支
出
に
７
億
２
８
９

７
万
円
を
計
上
し
、
５
２
２
万
円
が
当
年

度
の
経
常
損
失
と
な
り
ま
し
た
。

　
資
本
的
収
支
（
税
込
）
は
一
般
会
計
出

資
金
や
企
業
債
等
を
収
入
に
２
億
１
４
８

３
万
円
、
建
設
改
良
費
や
企
業
債
償
還
金

等
を
支
出
に
２
億
５
６
５
０
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

企
業
会
計

５
２
２
万
円
の
経
常
損
失（
病
院
事
業
）

　
水
道
事
業
会
計
の
収
益
的
収
支
（
税
抜
）

は
、
水
道
使
用
料
な
ど
の
収
益
と
し
て
１

億
５
７
９
２
万
円
、
水
道
水
供
給
に
要
す

る
費
用
と
し
て
１
億
３
３
５
２
万
円
を
計

上
。
水
道
事
業
会
計
と
し
て
は
、
２
４
４

０
万
円
の
当
期
純
利
益
と
な
り
ま
し
た
。

　
資
本
的
収
支
（
税
込
）
は
、
一
般
会
計

か
ら
の
出
資
金
や
新
規
水
道
加
入
金
の
収

入
と
し
て
１
４
２
万
円
、
前
田
沢
地
内
送

水
管
布
設
替
工
事
や
太
郎
地
内
橋
梁
工
事

に
伴
う
配
水
管
移
設
工
事
な
ど
の
水
道
施

設
の
更
新
に
要
す
る
費
用
及
び
企
業
債
償

還
金
と
し
て
４
８
７
４
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

前
田
沢
地
内
送
水
管
を
布
設
替
え（
水
道
事
業
）

※水道事業・病院事業の収支不足額は、過年度分損益勘定留保資金等で補てんしています。
※企業会計については、収益的収支は税抜き、資本的収支については税込みで表記しています。

 歳入（収入）  歳出（支出） 差引
集落排水事業 7,340 6,954 386
国民健康保険 8億4,382 8億859 3,523
介護保険 10億2,959 10億482 2,478
後期高齢者医療 8,849 8,803 46
病院
事業

（収益的収支） 7億2,375 7億2,897 △522
（資本的収支） 2億1,483 2億5,650 △4,167

水道
事業

（収益的収支） 1億5,792 1億3,352 2,440
（資本的収支） 142 4,874 △4,732

（単位：万円）

特
別
会
計

企
業
会
計

3,000
㈲ 地球耕望株式取得

1億8,678万円
創 遊館空調設備改修

万円1億2,147
町 道一本松線の新設

8,772万円
町 道三中線の改良

万円2億9,791
小 中学校へのエアコ

ン設置

万円3,255
防 災備蓄倉庫整備

万円 万円598
A sahi自然観大型草

刈機購入
408

消 防団用AED配備

町税
5億6,020万円　9.3％

消防費
1億9,788万円　3.5％

商工費
2億467万円　3.6％

農林水産業費
2億1,829万円
3.9％

衛生費
5億7,528万円
10.2％

土木費
6億6,931万円
11.9％

公債費
8億1,284万円
14.4％

地方譲与税・交付金
2億2,882万円　3.8％

繰入金
5億2,140万円

8.7％

繰越金
1億9,519万円

3.2％

寄付金
1億5,283万円

2.5％

使用料
及び手数料
6,731万円

1.1％

諸収入
6,636万円

1.1％
その他

3,052万円　0.5％

県支出金
2億4,977万円
4.1％

国庫支出金
3億9,810万円
6.6％

町債
9億5,060万円
15.8％

地方交付税
26億231万円
43.2％

議会費
8,864万円　1.6％

災害復旧費
2,345万円　0.4％

労働費
773万円　0.1％

民生費
9億8,395万円

17.5％

総務費
9億5,148万円

16.9％

教育費
9億192万円　16.0％

9億8,395万円
17.5％

9億5,148万円
16.9％

令和元年度 決算

りんご温泉を存続させるため、
同社の全株式を取得しました。

オープンから約20年となる創遊
館の空調設備を更新しました。

国の大型補助事業を活用し、
工事を加速させました。

国の大型補助事業を活用し、
工事を加速させました。

全小中学校へのエアコン設置工事を進
めました（※金額はR元年度の支出分）。

災害発生等に備えて、防災資機材
を保管する倉庫を整備しました。

ゲレンデ維持管理の効率性を高める
ため、大型草刈機を購入しました。

救命率向上に向け、各消防団の
ポンプ庫に計18台配備しました。
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　　令和元年度決算

町の台所事情（借金と貯金）
 町も一般家庭と同様、大きな事業を行うときは国や民間の金融機関等からお金を借りています。また、将来の支出
に向けた蓄えや寄付金を原資とした貯金もあります。両者の５年間の推移、令和元年度の状況をお知らせします。

財政指標で見る町の財政状況
　町の財政状況は健全化判断比率　をはじめとした様々な指標により客観的に分析することが
できます。こうした指標を過去３年間の推移や県内町村との比較で分析します。

※ … 良い

… 良くない

■財政力指数（自前の収入でやりくりできるか）

　他自治体と比較し
て、当町は必要な経
費を自主財源で賄え
る割合が低いことが
わかります。町民税
や固定資産税等の町
税収入が少ないこと
が主な要因です。

自治体経営に必要なお金を実際の収
入で割った値（３カ年の平均値）で、
数値が大きいほど余裕がある。

■経常収支比率（自由に使えるお金があるか）

　４年連続で大幅上
昇となりました。近
年の大型事業で借り
たお金の返済費用（公
債費）の著しい伸び
が主な要因です。

毎年度ある収入に対して、必ず行う
支出の割合を示したもの。数値が低
いほど柔軟に事業に対応できる。

■実質公債費比率（借金返済に窮していないか）

　4 年連続の上昇と
なったものの、良好
な水準を維持してい
ます。借金は増えて
いるものの、返済費
用の一部が地方交付
税に算入される制度
を有効活用している
ためです。

一般会計の公債費（借金返済費用）が
重すぎないかを見る指標。３カ年の平
均値で算定。数値が低いほど良好。

■将来負担比率（将来世代にツケを先延ばしにしていないか）

　前年度に続き、比
率はありません。借
金等の将来負担額よ
りも貯金や将来地方
交付税として算入が
見込まれる金額の方
が多いためです。

一般会計の町債（借金）や、将来支払う可
能性のある他会計負担金の程度を指標
化したもの。数値が低いほど良好。

※健全化判断比率 … 実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率の４指標の総称。公営企業の経営健全度を表す資金
不足比率とともに、毎年議会への報告と公表が義務付けられています。健全化判断比率のうち、実質赤字比率、連結実
質赤字比率については県内すべての市町村で比率がありません。

まとめと
今後の取り組み

　実質公債費比率、将来負担比率は健
全段階を維持しているものの、近年の
大型事業により町債（借金）残高が増
えています。それに伴って公債費（借
金返済費用）が増え、経常収支比率の
著しい上昇につながっています。

　今後も、創遊館をはじめとした公
共施設の大規模改修等が見込まれま
す。その実施に当たっては、各種基
金の有効活用等で町債発行を抑制し
ながら健全財政の維持に努めていき
ます。

（単位：万円）※端数処理の関係で合計額等が一致しない場合があります。■積立金の状況（令和元年度）

■町債残高（町の借金）
　前年度比１億円以上の増となりました。要因
は学校エアコン整備事業や町道三中線・一本松
線道路整備事業など、平成30年度分の事業が繰
り越されたことにより、その分の町債も令和元
年度の発行となったためです。

■積立金残高（町の貯金）
　総額は前年度比約１億3,000万円の減となり
ました。町債の繰上償還を実施するため減債基
金を5,700万円取り崩したほか、創遊館の空調
設備改修などのため町有施設整備・管理基金が
4,000万円減少しました。日本一りんごのふる
さとづくり基金については、寄附金が大きく伸
び、約4,500万円増えています。 ※町債残高は決算統計より。積立金残高は奨学金の貸付金、特別会計分含む。

28年度 29年度 30年度27年度 元年度

34億
224万円

65億
9,307万円

30億
8,565万円

34億
2,935万円

34億
7,440万円

35億
3,532万円

65億 66億
3,422万円

66億
930万円 64億

9,173万円 8,656万円

財政調整基金
減債基金
町有施設整備管理基金

朝日堆肥センター維持管理基金
町営住宅建設維持管理基金

日本一りんごのふるさとづくり基金
森林環境譲与税基金
スポーツ振興基金
ふれあい福祉基金

アイジー基金
志藤六郎村おこし基金

農林業環境保全基金
生涯学習振興基金
宗生文庫基金
土地開発基金
種畜貸付基金
奨学基金

国民健康保険保険給付基金
集落排水施設維持基金

介護給付費準備基金
合計

一般会計の財源調整
特定の借入金（借金）の返済費用、繰上償還財源
創遊館空調設備改修、自然観リフト修繕ほか

今後における森林の利活用方針策定に向けた意向調査
消防団編み上げ靴、自然観大型草刈機整備ほか

中学生海外派遣事業
村おこし活動補助（宮宿中央通り商業振興会）

町単独土地改良事業補助（農道、水路改修等）
創遊館空調設備改修
小学生図書購入費

奨学金の貸付け 

国民健康保険特別会計の財源調整
施設内ポンプ、機器類の修繕

10億8,902
1億6,254

13億4,962

697
1億1,509

1億5,416

1,500
5,751

2,047
4,743

1,000
890

1,519
8,200

525
1億   143

7,113
3,030

1億4,439
2,801

1億2,235

1億8,019
459

5,474

60
4

1億3,627

1
0

1,000
0

0
0
1
0
0

1,385
552
833

1,500
501

661

2億5,994
6,243
9,443

0
0

8,973
243 50

0
0

360
38

91
890
58
0
0

1,385
833
552

2,251
465

0
35億3,532 4億2,933 5億6,241

10億   927
1億   469

13億   992

757
1億1,512

2億    69
194

1,501
5,751

2,688
4,705

909
0

1,462
8,200

525
1億   143

6,832
3,311

1億3,688
2,836

1億2,896
34億   224

元年度末
残高

貸付金
現金

10億

0

30億

20億

50億

40億

70億

0
元年度

山形県町村
平均

0.1

0.2

0.3

0.4

0.28

〈 朝日町 〉

60億

29年度

0.20

30年度

0.20

元年度

0.21

0
元年度

山形県町村
平均

2

4

6

8
（％） 9.8

〈 朝日町 〉
29年度

3.5

30年度

4.5

元年度

5.5

0
元年度

山形県町村
平均

80

90

100
（％）

91.1

〈 朝日町 〉
29年度

93.7

30年度

95.0

元年度

98.9

0
元年度

山形県町村
平均

50

100
（％）

61.6

〈 朝日町 〉
29年度

（比率なし）

30年度 元年度

基 金 名 取崩額の主な充当事業等30年度末
残高

元年度
積立額

元年度
取崩額



朝日中学校第３学年親子行事

ぶどう収穫作業体験会
10 

10

▼ブドウジュースで乾杯。約
６年後にはジュースがワイン
へと変わります。

　朝日中３年生の親子行事「ぶどう収穫作業体験会」が 10 月
10 日、朝日町ワイン内の園地で行われ、43 組の親子が参加しま
した。ぶどう収穫作業体験を通じて収穫の喜びと農業への理解
を深めてもらおうと平成14 年から取り組んでいます。
　今回収穫した品種「メルロー」を原料にワインを醸造。それか
ら、貯蔵熟成を経て約６年後の成人式でオリジナルラベルを貼っ
たワインが新成人に１本ずつ贈られます。子どもたちは、「ブドウ
の収穫を通して親と話す良い機会となったと思う。ワインを飲め
る日が楽しみ」と語っていました。

民話で町おこしをする「星の会」が主催

パッチワーク展 in 古民家
10

　10 月17 日から 25 日まで、新宅今井家「宿のやかた」（前
田沢）で、「パッチワーク作品展 in 古民家」が開催されました。 
パッチワークとは様々な形、色の布、皮、編み地などを継ぎ合せて、
一つの図柄を構成する手芸のことで、文化教室から愛好会となっ
て15 年目を迎えた「パッチワークを楽しむ会」（今井三智子代表）
の作品を展示。パッチワークでリンゴを作る体験もあり、期間中
は町内外からたくさんの人が訪れ、カラフルで温かみのある展示
物を見て触れて楽しんでいました。

　10 月17 日、令和２年度文部科学省委託事業「自然との絆を
結び、感性と生きる力を育むネイチャーゲーム自然教室」が秋
葉山の東屋周辺で行われ、小中学生とその保護者など 13 人が
参加しました。この事業は新型コロナウイルス感染症の影響によ
る屋外での活動の減少や未知の感染症に対する不安感を払拭し、
子どもたちの心身の健全な発達を図ることが目的。子どもたちは
朝日ナチュラリストクラブ（長岡信悦代表）の指導の下、自然の
中で視覚や聴覚などの五感を使った遊びを満喫しました。

10
17

◀展示物は実際に触ってもＯＫ

コロナ禍でも子どもたちの健全な成長を願って

ネイチャーゲームで秋葉山を楽しむ

17
～ 25

142020.1115 2020.11

「ホームページに写真」
　の記事はこちら

ホームページに写真リンゴもぎ取り体験＆草笛鑑賞

秋を楽しもう !
10

26

　10 月 25 日、国指定名勝「大沼の浮島」の景観を守るため、
大沼区住民による補植活動が行われました。（公社）山形県みど
り推進機構の「緑化推進事業助成」を活用したこの活動は、今
年で 3 年目となり事業としては最終年度となります。大沼浮島
稲荷神社の最上俊一郎宮司は「枝枯れ部分に補植することは景
観維持だけでなく防風林にもなる。今後は補植した部分の手入
れや維持活動に力を入れ、文化財である大沼の浮島をみんなで
守っていきたい」と語っていました。

　10月26日、町のりんご園で一般社団法人アップルランド（今
井一彦代表理事）主催の体験イベント「秋を楽しもう！」が行われ、
あさひ保育園の園児37人が参加しました。この事業は山形県みど
り豊かな森林環境づくり推進事業の一環として実施され、園地では
安藤昭郎さん（西町）の指導の下リンゴをもぎ取った後、名人であ
る阿部惣一郎さん（西町）による草笛の演奏を聞き、その素晴らし
い音色に「弟子になりたい」という子も現れました。その後、紅葉
の中みんなでリンゴを食べ秋を満喫し、楽しい時間を過ごしました。

ブナ・ナラなど合計 15 本を補植

大沼の浮島で補植活動

　町内に残る古文書に直に触れて、そこからわかる当時の産業や
暮らしぶりなどについて読み取る朝日町ふるさと歴史教室が 10
月 28 日、創遊館で行われました。全６回を予定し10 月７日か
ら開講したこの教室。町史編さん専門員の小川澄夫さん（太郎
第二）と長岡信悦さん（常盤）が週毎交互に講師を務めます。４
回目の開催となる今回は長岡さんが講師となり、最上義

よしあき
光の生涯

を描いた「義光物語」をテキストとし、その中の八ツ沼城につい
ての記述を解説しました。

10
28

コロナ禍でも元気に外遊び

あさひまち全力逃走鬼ごっこ
10

25

　10 月25 日、豊龍の丘公園で「あさひまち全力逃走鬼ごっこ」
が行われ、子どもたち24 人が参加しました。コロナ禍でも鬼ごっ
こがしたいという子どもたちの要望から（一社）希望活動醸成機
構（阪野正義代表）内みんなの遊び場プロジェクトが企画。鬼ごっ
こは通常鬼役が逃げ役に触れたらアウトですが、コロナ禍に配慮
し鬼役がスマートフォンで逃げ役のゼッケンを撮ったらアウトと
いうルールを設定しました。子どもたちは公園内を全力で走り回
り、笑顔で鬼役の大人から逃げていました。▲逃げる子どもたちとスマホを構える鬼

古文書から見る歴史の面白さ

朝日町ふるさと歴史教室

10
25

◀リンゴを食べた後は金毘羅様へ参
拝。他に炭焼き小屋見学もありました。

◀植えた苗がきちんと育つよう、周
囲を補強しました

▶町内の蔵から出てきた義光物語。百年以上
前の物ですがしっかりと形を保っています。

▲自然の中に隠された人工物を探すゲーム
▶色づいた落ち葉できれいな窓を製作
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迎
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３
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台
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さ
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じ
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町地域おこし協力隊と桃色ウサヒの「中の人」こと、
佐藤恒平情報交流総合アドバイザーによる連載コーナー。
日々の活動や朝日町での暮らしを語ります。
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な
く
、
そ

の
時
の
花
火
の
美
し
さ
や
楽
し
さ
が
十

分
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
銀
賞
の
鈴
木

さ
ん
の
句
は
、
落
ち
葉
を
ふ
む
音
に
せ

ん
べ
い
を
食
べ
る
音
を
重
ね
、
パ
リ
パ

リ
パ
リ
と
音
を
立
た
せ
る
楽
し
さ
や
お

も
し
ろ
さ
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

佐
竹
さ
ん
の
句
は
、
ね
こ
を
「
ス
ラ
イ

ム
み
た
い
に
の
び
る
」
と
表
現
し
た
と

こ
ろ
が
見
事
。
暑
い
と
か
ぐ
っ
た
り
と

い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
な
い
の
に
、
猛

暑
の
中
の
猫
の
様
子
や
切
な
さ
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。
熊
谷
さ
ん
の
句
は
、
満

開
の
桜
の
通
学
路
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

ぞ
れ
の
進
路
に
向
か
っ
て
い
く
強
い
意

志
や
、
思
春
期
の
希
望
や
不
安
ま
で
も

暗
示
す
る
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

守
谷 

茂
泰
氏

　
金
賞
の
か
わ
む
ら
さ
ん
。
夏
の
夜
の

暗
や
み
の
中
で
、
花
火
の
光
に
照
ら
さ

れ
て
浮
か
び
上
が
っ
た
み
ん
な
の
笑
顔

は
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
輝
い
て
い
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
忘
れ
ら
れ
な
い
瞬
間
を
う

ま
く
と
ら
え
た
素
敵
な
句
で
す
。
銀
賞

の
す
ず
き
さ
ん
は
、
夏
の
季
語
で
も
あ

る
箱は
こ
め
が
ね
眼
鏡
で
川
の
底
を
見
た
の
で
し
ょ
う

か
。
水
の
中
の
世
界
の
美
し
さ
に
感
動
し

た
様
子
が
「
た
か
ら
ば
こ
」
か
ら
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
同
じ
く
銀
賞
の
佐
久
間
さ

ん
。
う
ぐ
い
す
の
声
は
、
他
の
鳥
の
そ
れ

よ
り
も
人
間
の
声
に
近
い
気
が
し
ま
す
。

試
験
に
の
ぞ
む
前
、
う
ぐ
い
す
の
声
に
励

ま
さ
れ
る
心
境
が
よ
く
出
て
い
ま
し
た
。

同
じ
く
銀
賞
の
鈴
木
さ
ん
。
シ
ャ
ボ
ン
玉

が
は
じ
け
た
瞬
間
に
季
節
の
変
わ
り
目

を
す
る
ど
く
感
じ
取
っ
た
作
品
。
消
え
た

シ
ャ
ボ
ン
玉
の
向
こ
う
に
は
、
夏
の
初
め

の
空
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ

り
、
み
な
さ
ん
は
家
で
過
ご
す
こ
と
が
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
外
に
出
ら
れ
な
い

と
、
俳
句
を
作
る
刺
激
が
な
い
と
思
う

人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ

ん
な
時
こ
そ
、
自
分
の
身
近
に
あ
る
も
の

を
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。
ひ
と
つ
の
も
の

を
長
い
間
観
察
し
続
け
る
と
、
必
ず
発

見
で
き
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
発
見
が
す

ぐ
れ
た
句
を
作
る
力
に
な
り
ま
す
。

▼
金
賞
（
佐
竹 

伸
一
氏
・
守
谷 

茂
泰
氏 

選
）

は
な
び
し
て
み
え
た
み
ん
な
の
わ
ら
う
か
お

大
谷
小
１
年　

か
わ
む
ら 

な
ぎ
と

▼
銀
賞
（
佐
竹 

伸
一
氏 

選
）

お
ち
葉
ふ
む
パ
リ
パ
リ
パ
リ
と
お
せ
ん
べい

西
五
百
川
小
３
年　

鈴
木 

悠
仁

夏
の
午
後
ス
ラ
イ
ム
み
た
い
に
の
び
る
ね
こ

宮
宿
小
６
年　

佐
竹 

航
征

そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
胸
に
桜
路

朝
日
中
２
年　

熊
谷 

帆
香

▼
銀
賞
（
守
谷 

茂
泰
氏 
選
）

か
わ
の
な
か
の
ぞ
い
て
み
た
ら
た
か
ら
ば
こ

宮
宿
小
１
年　

す
ず
き 
ゆ
う
し
ん

試
験
の
日
う
ぐ
い
す
の
歌
に
背
を
押
さ
れ

朝
日
中
１
年　

佐
久
間 

陽
菜
乃

パ
ッ
と
割
れ
夏
が
ス
タ
ー
ト
し
ゃ
ぼ
ん
玉

朝
日
中
１
年　

鈴
木 

丹
香

　
町
内
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た「
ひ
め
さ
ゆ
り
俳
句
大
会
」

が
実
施
さ
れ
、
応
募
総
数
３
７
４
句
の
審
査
結
果
が
こ
の
ほ

ど
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
員
は
共
に
現
代
俳
句
協
会
員
で
、
県
幹
事
の
佐
竹
伸

一
氏（
常
盤
）と
童
話
作
家
の
守
谷
茂
泰
氏（
東
京
都
）が
務
め
、

次
の
句
が
金
賞
・
銀
賞
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
佐
竹

氏
と
守
谷
氏
が
金
賞
に
同
じ
句
を
選
び
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
の
入
選
作
品
に
つ
い
て
は
、
今
後
お
知
ら
せ
板

で
紹
介
し
ま
す
。

第 23 回

審
査
を
終
え
て
…
（
選
評
）

「 念 願 の ア ケ ビ と の 対 面 」
インバウンド推進員（地域おこし協力隊）　林

り ん

以
い し ん

真 （台湾出身）
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あさひオレンジチームを
ご活用ください

今月の担当…宇佐美 晴枝　保健師
【令和２年度 第８回】

　
「
家
族
が
認
知
症
だ
と
思
う
の

だ
が
受
診
に
つ
な
が
ら
ず
困
っ
て

い
る
」「
家
族
と
し
て
認
知
症
の

本
人
と
ど
う
関
わ
っ
た
ら
よ
い
か

悩
ん
で
い
る
」
と
い
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
朝
日
町
で
は
認
知
症
に
関
す
る

ご
本
人
・
ご
家
族
の
困
り
ご
と
・

心
配
ご
と
に
対
応
す
る
「
あ
さ
ひ

オ
レ
ン
ジ
チ
ー
ム
（
朝
日
町
認
知

症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
）」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
あ
さ
ひ
オ
レ

ン
ジ
チ
ー
ム
で
は
認
知
症
が
疑
わ

れ
る
ご
本
人
や
そ
の
ご
家
族
に
対

し
て
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
た

め
の
支
援
や
、
適
切
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
チ
ー

ム
員
が
自
宅
に
訪
問
し
て
一
定
期

間
（
お
お
む
ね
６
か
月
以
内
）
集

中
的
に
支
援
し
ま
す
。
あ
さ
ひ
オ

レ
ン
ジ
チ
ー
ム
の
チ
ー
ム
員
は
朝

日
町
立
病
院
・
朝
日
町
役
場
健
康

福
祉
課
の
医
療
・
福
祉
・
介
護
の

専
門
家
（
医
師
・
看
護
師
・
作
業

療
法
士
・
保
健
師
・
社
会
福
祉
士
）

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

支
援
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
ま
ず

朝
日
町
役
場
健
康
福
祉
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
チ
ー

ム
員
が
訪
問
し
、
本
人
の
生
活
状

況
や
家
族
の
状
況
の
情
報
収
集
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後

の
チ
ー
ム
員
会
議
に
お
い
て
専
門

医
療
機
関
の
紹
介
や
受
診
に
向
け

た
適
切
な
方
法
、
本
人
の
状
態
に

合
っ
た
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
支
援
方
針
を
検
討
し
ま
す
。
そ

し
て
初
期
集
中
支
援
の
実
施
や
医

療
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
へ
の
引

継
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
認
知
症
の
症
状
は
日
々
変
化
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
主
な
介
護
者

だ
け
が
頑
張
っ
て
も
な
か
な
か
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
介
護
は
１
人

よ
り
２
人
、
２
人
よ
り
３
人
と
、

よ
り
多
く
の
手
を
借
り
て
、
ひ
と

り
で
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
先

健
康
福
祉
課　
介
護
支
援
係

　
☎
67-

２
１
５
６

　ラ・フランスの販売開始基準日である10月29日に、さ
がえ西村山農産物安全・安心対策推進会議（会長・佐藤洋
樹寒河江市長）から寒河江西村山管内の小学校へ、ラ・フ
ランスが寄贈されました。これは同会により毎年児童を招い
て行われていた「食と農の交流会」がコロナ禍のため中止と
なり、その代替事業として行われたものです。朝日町では西
五百川小学校で贈呈式が行われ、鈴木町長がラ・フランスを
子どもたちに手渡しました。

町内小学校へラ・フランスが寄贈されました

10 月１日～ 10 月 31日届出

保護者名性別
すこやかに

区　名 出生児氏名

Births

人口と世帯数Population
●令和２年　１０月３１日 現在

（※外国人を含む）

　人　口 ６，５８４ 人 (－１０)
　　　男 ３，２５８ 人 (－   ９)

　　女 ３，３２６ 人 (－  １)
　世帯数 ２，４０４ 世帯 (＋   １)

------ 10月中の異動 ------
出生　　４人　　　転入　１１人
死亡　　８人　　　転出　１７人

※（　）内は先月比

真　中	 遠　藤　政　子	 辰　明
松　程	 阿　部　美　知	 本　人
大谷第四	 東海林　サダヱ	 　良　
常　盤	 齊　藤　安　男	 充　人

やすらかにObituaries
区　名 死亡者氏名 世帯主名

　緑　町　　阿　部　月
つき

　菊
ひ

　　女　　知也 ・優子
　大　町　　岡　﨑　巧

たく
　真

ま
　　男　　浩幸 ・美和

　夏　草　　小　林　楓
ふう

　真
ま

　　男　　和摩 ・　桃　

今
年
も
勝
利
！
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
町
民
応
援
デ
ー

　通常の半額以下で観戦できる「市町村応援
デー」。朝日町民応援デーとなった愛媛Ｆ.Ｃ.戦
が10月18日、ＮＤソフトスタジアム山形（天
童市）で行われました。キックオフに先立ち、
鈴木町長が町特産のワインを贈呈。試合が始
まるとモンテディオ山形は短いパスをつないで
チャンスを生み出し、結果は４－１と大勝利。
今季初の３連勝をおさめ、朝日町民応援デー負
けなしの「不敗神話」は継続されました。

　経
きょうがさき

ヶ崎という地名があるとおり、この地は古くは平安時代に東
とうしゅじ

守寺という
天台宗の寺院があり、戦国時代には鳥

と や が も り
屋ヶ森城の支城として豊龍館があった

とされます。明治時代には日清・日露戦争の戦没者を慰霊する忠魂碑が建て
られており、大正・昭和の時期は、公園や映画館もあり、町民の娯楽や行楽
の場として賑わいを見せていました。昭和２６年には、県立高松高等学校宮
宿分校の校舎が建てられ、その後県立左沢高等学校朝日分校となり、平成
１０年に閉校するまで、学びの場になっていました。その跡地を含めて平成
１６年から１８年にかけて整備され、豊龍の丘公園が出来ています。

豊龍の丘公園第39回

　公園には駐車場やトイレがあり、グラウンドや芝生広場が広
がっています。また忠魂碑等が立ち並ぶ忠魂広場や朝日分校
の記念碑として設置された分校の鐘、さらには、町水道の配水
池の奥には東屋や草木塔広場もあり、ちょっとした運動や歴史
を感じながらの散歩コースとしてもお勧めなんだよ。

案内人の
つぶやき

【DATA】県道宮宿・白滝線の宮宿本町の交差点を北西に入り、坂
　　　　  を上った豊龍神社の裏側にある。

▶
地
図
は

こ
ち
ら
か
ら

【一言メモ】４月中旬～下旬頃には公園内の桜が満
開になり絶好の花見スポットになります
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日
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■
編
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広
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委
員

会
山

形
県

西
村

山
郡

朝
日

町
大

字
宮

宿
1115

☎
0237（

67）2111
第

768号
令

和
2

年
11

月
16日

発
行

広
報

あ
さ

ひ
ま

ち

　10 月15 日、あさひ保育園内の畑で園児たちによる里芋とサツマイモの
収穫が行われました。これはＪＡさがえ西村山青年部・女性部朝日支部に
よる食農教育として毎年実施されています。今年はコンテナに入りきらな
い程の量の作物が収穫でき、大豊作の年となりました。園児たちは時に自
分の顔よりも大きいサツマイモを堀り出し、嬉しそうな表情で次々と作物
を収穫していました。収穫した里芋は芋煮に、サツマイモは焼き芋にして
おいしくいただきました。

実りの 秋 いただきます

　
今
回
の
特
集
は
空
気
神
社
と
い
う
こ
と

で
、
何
度
も
空
気
神
社
に
足
を
運
び
ま
し

た
。
先
月
号
の
裏
表
紙
に
も
掲
載
し
た
紅

葉
の
空
気
神
社
Ｊ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の
影
響
も

あ
っ
て
か
観
光
客
の
方
が
次
々
と
来
訪
。

数
人
の
方
と
お
話
し
ま
し
た
が
、
神
秘
的

な
風
景
や
柏
手
が
地
下
神
殿
に
反
響
す
る

様
子
に
感
動
し
た
と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
空
気
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る
新

緑
の
空
気
神
社
を
お
勧
め
す
る
と
、
是
非

と
も
ま
た
来
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。そ
の
よ
う
に
町
を
訪
れ
る
方
々

を
が
っ
か
り
さ
せ
な
い
た
め
に
も
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
き
れ
い
な
町
を
維
持
で
き
る

よ
う
心
が
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
を
機
に
、
道
端
の
ゴ
ミ
を
拾
う
、

家
庭
内
で
の
ゴ
ミ
を
減
ら
す
と
い
っ
た
身

近
な
こ
と
か
ら
始
め
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
。

　

世
界
で
唯
一
の
空
気
神
社
を
建
立
し
、

「
空
気
の
日
」
を
制
定
し
て
い
る
こ
と
を
誇

れ
る
よ
う
な
町
で
あ
る
た
め
に
努
力
し
続

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

鈴
木　
貴
典

目には見えなくとも
大事なもの


